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議

員
認
知
症
支
援
事
業
を
各
自

治
体
も
実
施
し
て
い
る
が
、

当
町
の
実
施
状
況
は
。

町

長
今
年
度
は
、
す
べ
て
の
地

区
に
健
康
体
操
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
楽
し
み
な
が
ら
認
知
症

予
防
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

生
活
機
能
向
上
機
器
を
設
置

し
た
。

今
後
も
認
知
症
施
策
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議

員
避
難
行
動
要
支
援
者
が
安

全
に
避
難
す
る
た
め
の
環
境

整
備
の
進
捗
は
。

町

長
坂
町
地
域
防
災
計
画
に
お

い
て
「
要
配
慮
者
に
配
慮
し

た
環
境
整
備
」
を
あ
げ
て
お

り
、
避
難
所
な
ど
を
指
定
す

る
際
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
危
険
な
区
域
で
な
い

こ
と
を
前
提
に
、
空
調
の
整

備
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

状
況
、
ト
イ
レ
の
状
況
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
基
本
と
し

た
施
設
を
指
定
し
て
い
る
。

令
和
６
年
９
月
に
は
福
祉

避
難
所
の
機
能
を
備
え
た

「
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
坂
」
が

開
設
し
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
方
が
安
全
で
安
心
し
て

避
難
で
き
る
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
る
。

町

長
対
価
を
求
め
て
地
域
活
動

に
協
力
す
る
こ
と
が
よ
い
こ

と
な
の
か
疑
問
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
小
屋
浦
地
区

の
活
性
化
、
移
住
、
定
住
、

子
育
て
支
援
、
賑
わ
い
創
出

な
ど
、
坂
町
ら
し
い
地
方
創

生
に
取
り
組
む
。

議

員
現
行
の
８
時
30
分
か
ら
18

時
ま
で
の
開
所
時
間
を
延
長

で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

開
所
時
間
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
人
員
配
置
の
可
否
を

現
在
、
指
導
員
と
話
し
合
い

を
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
早
出
を
希
望
す
る
方

の
負
担
金
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
の
で
詳
細
が
決
ま

り
次
第
報
告
す
る
。

議

員
今
期
の
保
険
料
６
１
０
０

円
で
は
賄
い
き
れ
な
い
が
、

即
導
入
の
た
め
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
は
。

町

長
介
護
保
険
事
業
計
画
は
３

年
ご
と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
と
供
給
を
推
計
し
、
新

た
な
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
る
。

新
施
設
は
需
要
と
供
給
だ

け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
の

人
材
確
保
や
収
支
の
経
営
判

断
も
必
要
と
考
え
る
。

れ
て
い
る
方
は
38
名
と
な
っ

て
い
る
。

議

員
個
別
避
難
計
画
に
沿
っ
た

避
難
訓
練
の
実
施
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

町

長
各
地
区
住
民
福
祉
協
議
会

の
自
主
防
災
会
が
主
催
す
る

避
難
訓
練
な
ど
の
中
で
、
今

年
度
、
１
地
区
の
自
主
防
災

会
に
お
い
て
、
支
援
者
が
、

個
別
避
難
計
画
に
沿
っ
た
災

害
時
の
避
難
に
お
け
る
実
効

性
を
検
証
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

に
は
充
当
で
き
な
い
。

本
町
で
は
、住
民
福
祉
協
議

会
や
青
少
年
育
成
坂
町
民
会

議
、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
ご
協

力
で
地
域
や
健
康
づ
く
り
活

動
な
ど
に
多
く
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、慎
重
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議

員
高
齢
化
な
ど
で
地
域
活
動

へ
の
参
加
が
減
っ
て
お
り
、

若
者
へ
の
参
加
を
促
す
た
め

に
も
導
入
し
て
は
。

満
た
し
て
い
る
場
合
、
家
庭

の
状
況
な
ど
に
よ
り
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
。

議

員
留
守
家
庭
児
童
会
の
入
会

者
数
及
び
定
員
に
対
す
る
入

会
率
は
。

教
育
長

左
記
表
記
の
通
り
で
あ
る
。

認知症対策認知症対策

認
知
症
高
齢
者
に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
新
設
を

認
知
症
高
齢
者
に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
新
設
を

町
既
存
の
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
量
で
不
足
が
な
い
見
込
み
で
新
設
は
必
要
な
い

既
存
の
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
量
で
不
足
が
な
い
見
込
み
で
新
設
は
必
要
な
い

避難要支援避難要支援

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
取
り
組
み
は

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
取
り
組
み
は

町
安
全
で
安
心
し
て
避
難
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る

安
全
で
安
心
し
て
避
難
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る

地域ポイント地域ポイント

地
域
ポ
イ
ン
ト
発
行
で
地
方
創
生
を
推
進
し
て
は

地
域
ポ
イ
ン
ト
発
行
で
地
方
創
生
を
推
進
し
て
は

町
導
入
は
慎
重
に
検
討
、坂
町
ら
し
い
地
方
創
生
を

導
入
は
慎
重
に
検
討
、坂
町
ら
し
い
地
方
創
生
を

留守家庭留守家庭
児童会児童会

留
守
家
庭
児
童
会
の
門
戸
を
広
く
し
多
く
の
児
童
を

留
守
家
庭
児
童
会
の
門
戸
を
広
く
し
多
く
の
児
童
を

町
児
童・保
護
者
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
、基
準
を
設
け
柔
軟
対
応

児
童・保
護
者
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
、基
準
を
設
け
柔
軟
対
応

認
知
症
高
齢
者
の
施
設
整

備
と
し
て
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
施
設
の
早
期
新

設
を
、
過
去
２
回
質
問
し
た

が
必
要
性
か
ら
即
新
設
し
て

は
。

町

長
今
回
の
介
護
保
険
事
業
計

画
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
や
利
用
回
数
の
推
計

で
は
、
既
存
の
事
業
者
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
量
で
不
足
が
な

い
見
込
み
で
あ
る
の
で
、
新

た
な
施
設
を
新
設
す
る
必
要

が
な
い
と
考
え
る
。

柚木　喬　議員

個
別
避
難
計
画
作
成
の
対

象
者
が
全
体
で
何
人
か
、
そ

の
内
、
作
成
さ
れ
て
い
る
の

は
何
人
か
。

町

長
昨
年
度
13
地
区
で
計
画
の

説
明
会
を
行
い
、
今
年
度
か

ら
計
画
作
成
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
本
格
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

令
和
６
年
６
月
現
在
、
個

別
避
難
計
画
作
成
の
対
象
者

は
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
及
び
75
歳
以
上
で

構
成
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯
な

ど
対
象
範
囲
を
定
め
て
お

り
、
全
体
対
象
者
は
１
９
５

５
人
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
計
画
を
作
成
さ 光岡　美里　議員

今
ま
で
「
高
齢
者
い
き
い

き
活
動
ポ
イ
ン
ト
」
等
の
導

入
の
質
問
が
あ
り
、
多
く
の

財
源
が
必
要
で
慎
重
に
検
討

す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

地
方
創
生
と
い
う
観
点

で
、
多
世
代
の
地
域
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域

経
済
の
活
性
化
、
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
の
賑
わ
い
創

出
に
活
用
し
て
は
。

町

長
地
域
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
対

象
を
拡
大
す
る
と
、
財
源
を

ど
う
確
保
す
る
か
が
大
き
な

課
題
と
な
る
。

地
方
創
生
交
付
金
は
地
域

ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
金
券
発
行 奥村　冨士雄　議員

夏
休
み
な
ど
の
入
会
条
件

は
保
護
者
が
午
後
１
時
ご
ろ

ま
で
不
在
の
場
合
な
ど
と
あ

る
が
改
善
で
き
な
い
か
。

教
育
長

留
守
家
庭
児
童
会
は
、
保

護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
児
童
に
対

し
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。そ

の
た
め
、
入
会
に
は
児

童
・
保
護
者
の
状
況
を
総
合

的
に
判
断
す
る
た
め
一
定
の

基
準
を
設
け
て
い
る
。

夏
休
み
の
「
保
護
者
が
午

後
１
時
ご
ろ
ま
で
家
庭
に
い

な
い
状
況
」
は
保
護
者
の
帰

宅
時
間
が
概
ね
こ
の
要
件
を 向田　清一　議員

学区
低学年 高学年

入会者 入会率 入会者 入会率
坂 56人 51% 29人 58%
横浜 56人 56% 22人 55%
小屋浦 24人 40% 低・高学年一所
合計 136人 49% 51人 56.5%

児童会に向かう児童

地域活性化のためポイント導入を

健康体操などで楽しく認知症予防を

避難経路や避難場所は確認してね

9 8令和７年１月１日発行　議会だより さか 第170号 令和７年１月１日発行　議会だより さか 第170号


